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あらまし：近年，特別支援教育の領域でデジタルを対象としたアクセシビリティ（DA）の理解が求めら

れている．DA に詳しい熟達者の特徴として，潜在知識を多く有していることに加え，潜在知識を構成す

る概念が階層化されている点，類似する概念を適切に峻別可能な点が挙げられるが，DA に詳しくない教

師が概念を峻別することは困難である．そこで，本研究では，特別支援教育に携わる教師を対象に，DA

エキスパートを構成する概念構造の理解を志向した学習支援システムを開発している．本稿では，DA の

潜在知識を対象に，概念構造をオントロジーで表現を試みた結果について報告する． 
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1. はじめに 

障害者権利条約第９条により，近年デジタルを対

象としたアクセシビリティ（以下，DA）が注目され

ている．子ども達の学びのスタートラインを整備し

ていく中で，ICT は個人の能力を補い，学ぶための

手段となる可能性がある(1)と指摘されていることか

ら，DA は学びの権利を保障するうえで必要不可欠

なものといえる．こうした背景から，特別支援教育

に携わる教師に DA の理解が求められている． 

DA を理解するためには思考活動が欠かせない．

一般的に，思考は問題解決のための認知活動であり，

問題解決のプロセスは今起きている状態（初期状態）

と問題が解決された状態(目標状態)のずれを一定の

ルール（制約状態）のもとで解消していくことであ

る(2)．DA の領域においては目標状態および具体的

な解決手段（オペレータ）が不明確であるが故に，

ヒューリスティックによる意思決定判断を求められ

ることが多い．そのため，過去の具体的なエピソー

ドなど，蓄積された経験や知識（以下，潜在知識）

が重要となる．従って，教師が潜在知識を多く含む

DA を習得するのは容易でない． 

DA に詳しい熟達者（以下，DA エキスパート）の

特徴として，潜在知識を多く有していることに加え，

潜在知識を構成する概念が階層化されている点，類

似する概念を適切に峻別可能な点が挙げられる．例

えば，DA の理解において，障害に関連する概念であ

る「disease」と「disorder/disability」の峻別は欠かせ

ないが，DA に詳しくない教師（以下，DA ビギナー）

は概念を峻別することができない．ただし，逆に言

えば，DA エキスパートが有する潜在知識を構成す

る概念および概念の構造（以下，概念構造）を DA ビ

ギナーが把握することで，今後獲得するエピソード

を概念体系と対応づけて整理することが可能となる． 

以上の背景から，特別支援教育に携わる教師を対

象に，DA エキスパートを構成する概念構造の理解

を志向した学習支援システムを開発している． 

 

2. 学習支援システムの構築 

2.1 学習支援システムの概要 

概念構造の理解を促すという点では，DA の領域

で構築したオントロジーを理解することと同義とい

える．オントロジーは，共通の語彙，概念を提供す

る体系化された辞書であり，知識のバックグラウン

ドにある暗黙的な情報を明示することで，相互理解

を助けるものである(3)．ただし，教師がオントロジ

ーを理解するのは現実的とはいえない．そこで，筆

者らは生成 AI を用いてシステムにインタラクティ

ブ性を持たせることで，オントロジーを意識せずに

概念体系の理解を促進できる可能性があると考えた．

ただし，生成 AI の教育利用の観点では，情報源であ

るビッグデータの信憑性には課題があることが指摘

されている(4)．そこで，ビックデータはインタラク

ティブ性を持たせる用途でのみ使用し，情報源は筆

者らが構築した Ontology for potential knowledge of 

DA Experts（ODAE）に限定した．ただし，構築する

オントロジーは汎化を目指すものではなく，学習支

援システムに搭載する用途で構築するため，厳格な

定義に基づくものではない点に留意されたい． 

2.2 ODAE の対象 

ODAE の構築にあたり，筆者らはデジタルアクセ

シビリティアドバイザー認定公式テキスト（以下，

DAA テキスト）(5)(6)に着目した．同テキストには一

般的な DA 事例とは異なり，潜在知識に関する記述

が多く含まれることから，潜在知識を顕在化したも

のといえる．ただし，テキストであるため，概念を

抽出した上で ODAE を構築する作業が必要となる． 
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2.3 ODAE を構築する上での課題 
ODAE を構築する上で，DA エキスパートと DA ビ

ギナーが異なる思考で支援方法を導出している点に

着目した．例えば，ノートに文字を書くことに困難

さを有する児童に対する DA を考える時，DA ビギ

ナーは，身体機能や使用可能な機器など，顕在化し

た知識から支援方法を導出する．しかし，DA エキス

パートは，障害(disability)を社会的障壁と捉え，疾病

(disease)に依存する健康状態，生活機能，および環境

因子・個人因子との相互作用と捉えた上で，社会的

障壁の下位概念（ノートのマスの大きさといった物

理的障壁や，ストレスによる意欲低下といった心的

障壁など）を踏まえて支援方法を導出する．つまり，

「障害」や「社会的障壁」の定義が必要となる．そ

こで，オントロジーエディタ「法造」(7)を用いて，

「障害」と「社会的障壁」の定義を試みた．定義し

たものを図１に示す．なお，ODAE の定義は溝口の

YAMATO(8)を上位概念として参考にしている．  

まず，「disability」について定義した．Disability の

定義は WHO の ICF（国際生活機能分類）および 2006

年に国連総会において採択された「障害者の権利に

関する条約」で示された障害の社会モデルを参考に

した．「disability」を「人の外部状態」のサブクラス

と定義し，エージェントによる行為の部分として「社

会的障壁」を定義した．また，社会的障壁の属性

(attribute-of)として「生活機能」「環境因子」「個人因

子」を定義することで，disability を「健康状態 

(disease)，生活機能，環境因子，個人因子の相互作用」

と表現することが可能となる．加えて，「disease」を

「個別的依存/依存型因果構造/生体の不具合」のサ

ブクラスとして定義することで，「外部状態/人の外

部状態」のサブクラスとして定義した「disability」と

の峻別が可能になった． 

 

３．まとめと今後の課題 

本稿では特別支援教育に携わる教師を対象とした

デジタル・アクセシビリティ学習支援システムの開

発に向け，ODAE の構築方針について報告した．今

後は，ODAE の継続的構築と DAA テキストの著者

を対象とした妥当性の検証を進めていく予定である． 
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図１ ODAE における「障害」と「社会的障壁」の定義 
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